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戦
没
者
に
哀
悼
の
意
を
表

し
、
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、「
令
和
元
年
度
戦
没
者
追

悼
式
並
び
に
平
和
祈
念
式
典
」

を
８
月
21
日
、
庄
原
市
民
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
市
民
や
遺

族
な
ど
５
４
８
人
が
参
列
し
、

戦
没
者
２
９
２
３
人
の
冥
福

と
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

　

式
典
の
式
辞
で
木
山
耕
三

市
長
は
、「
私
た
ち
は
戦
争
の

惨
禍
を
繰
り
返
さ
ぬ
こ
と
、
先

人
が
築
か
れ
た
歴
史
や
文
化
、

ふ
る
さ
と
庄
原
市
を
、
未
来
を

担
う
若
者
や
子
ど
も
た
ち
に

継
承
し
て
い
く
た
め
、
全
力
を

尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
比
和
中
学
校
生
徒

代
表
の
白し

ら
ね根
浩ひ

ろ
な奈
さ
ん
が
「
私

た
ち
は
、
74
年
前
の
記
憶
と
命

の
大
切
さ
を
、
こ
の
庄
原
か
ら

も
っ
と
広
げ
、
後
世
に
伝
え
て

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
平

和
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

追
悼
吟
詩
、
口
和
本
の
会
に

よ
る
朗
読
、
総
領
小
学
校
児
童

に
よ
る
合
唱
、
庄
原
実
業
高
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る
演

奏
も
行
わ
れ
、
改
め
て
平
和
の

大
切
さ
を
心
に
刻
み
ま
し
た
。

　

市
は
８
月
10
日
、
東
城
町
川
東
の
ト
ー

エ
イ
で
、
11
日
に
西
本
町
の
庄
原
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ジ
ョ
イ
フ
ル
で
、
庄
原

市
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
と
空
き
家
所
有

者
向
け
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
市
出
身
者
で
市
外
在
住
の
方
か
ら
、

仕
事
や
住
ま
い
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
在

住
の
方
で
、
空
き
家
で
お
困
り
の
方
か
ら

の
相
談
も
あ
り
、
10
人
以
上
の
相
談
者
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
庄
原
市
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ヒ
バ
ゴ
ン
」
が
駆
け
つ
け
、
庄
原
市
へ

の
帰
郷
を
Ｐ
Ｒ
し
、
注
目
を
集
め
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
限
ら
ず
、
自
治
定

住
課
定
住
推
進
係
（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
２
５
７
）
で
は
随
時
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

８
月
３
日
、
時
悠
館
で
春
・

夏
の
企
画
展
「
知
ら
れ
ざ
る
比

婆
山
信
仰
の
世
界
」
に
伴
う
記

念
講
演
会
な
ど
の
関
連
行
事
を

開
催
し
、
約
１
３
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

午
前
の
展
示
解
説
会
は
、
当

館
学
芸
員
と
、
み
え
熊
野
学
研

究
会
の
三み

つ
い
し
ま
な
ぶ

石
学
運
営
委
員
長
に

よ
る
コ
ラ
ボ
解
説
会
と
な
り
ま

し
た
。
中
国
山
地
と
紀
伊
半
島

に
伝
わ
る
二
つ
の
イ
ザ
ナ
ミ
の

聖
地
の
歴
史
的
関
連
性
や
魅
力

に
つ
い
て
、
展
示
資
料
を
も
と

に
参
加
者
全
員
で
考
え
ま
し

た
。

　

午
後
は
、
比
婆
山
伝
説
ガ
イ

ド
“
ツ
イ
ハ
ラ
の
会
”
に
よ
る

紙
芝
居
「
比
婆
山
物
語
」
上
演

会
と
、
三
石
さ
ん
に
よ
る
記
念

講
演
会
「
世
界
遺
産
熊
野
“
花

の
窟い

わ
や

”
と
“
比
婆
之
山
”」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

庄
原
市
や
三
重
県
熊
野
市
を

は
じ
め
、
比
婆
山
信
仰
圏
と
世

界
遺
産
熊
野
の
歴
史
文
化
の
魅

力
を
、
地
域
の
枠
を
超
え
た
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
つ
な
ぎ
合

わ
せ
て
い
く
三
石
さ
ん
の
お
話

し
に
、
会
場
の
全
員
が
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
、
西
城
保
育
所
新
園

舎
建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
工

事
の
受
注
者
で
あ
る
小
林
建
設
・

西
城
建
設
建
設
工
事
共
同
企
業

体
が
、
工
事
の
無
事
を
祈
っ
て
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　

祝
詞
奏
上
や
清
め
の
儀
式
な

ど
に
続
き
、
建
設
予
定
地
中
央

で
、
関
係
者
に
よ
る
鍬
入
れ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
園
舎
が
整
備
さ
れ
る

の
は
、
温
水
プ
ー
ル
水ス

イ
ム夢
の
隣

で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
専
用
の

調
理
室
や
病
後
児
保
育
室
な
ど
、

安
心
安
全
の
保
育
を
実
現
す
る

た
め
の
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

心
地
よ
い
自
然
と
地
域
の
見

守
り
に
囲
ま
れ
た
新
西
城
保
育

所
は
、
令
和
２
年
４
月
に
開
設
す

る
予
定
で
す
。

相談会の様子

鍬入れの様子

展示解説会 綿陽庄原友好小学校の皆さんと記念撮影紙芝居「比婆山物語」

総領小学校児童による合唱

　

７
月
29
日
か
ら
８
月
３
日
ま

で
、市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
７
人
と
引
率
者
４
人
で
構
成
さ

れ
た
庄
原
市
青
少
年
友
好
訪
問
団

が
、経
済
技
術
友
好
協
力
協
定
を

結
ん
で
い
る
中
国
四
川
省
綿
陽
市

を
訪
問
し
、学
校
訪
問
や
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
中
心
に
中
国
の
歴
史
や

文
化
を
学
び
な
が
ら
、現
地
の
人

た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
代
表
を
務
め
た
、西

城
中
１
年
生
の
神か

み
も
と本
あ
や
め
さ
ん

は
、「
新
し
い
発
見
や
驚
き
が
あ
る

中
で
成
長
す
る
と
と
も
に
、改
め

て
庄
原
市
の
良
さ
、日
本
の
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。中
国
で
見
た
り
聞
い
た

り
し
た
こ
と
を
作
文
に
ま
と
め
、

学
校
の
み
ん
な
に
伝
え
て
い
き
た

い
。こ
の
訪
問
で
経
験
し
た
こ
と

を
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
生
か

し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

庄原市青少年友好訪問団の発表

庄原実業高校ブラスバンド部による演奏

工事の無事を祈る
庄原市立西城保育所安全祈願祭

西城支所

地域の枠を越えた視点でつなぐ
時悠館企画展関連行事 記念講演会

東城支所

中国の歴史や文化を学習
中国四川省綿陽市を訪問

教育
指導課

帰省者に向けＵターンを呼びかけ
しょうばらＵターン ･ 空き家相談会

自治
定住課

受け継ぐ平和への思い
戦没者追悼式・平和祈念式典

社会
福祉課


